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虎ノ門ニュース（2018年7月31日 DHCテレビ）
外国人に食い物にされる日本の医療制度

7月31日に放送された虎ノ門ニュースで作家の百田尚樹氏が
「留学しに来た外国人は3カ月いれば国民健康保険に入れる。
これを悪用し自国で高額の医療費がかかるものも月2万で出来
てしまう。治療目的での留学は日本の医療制度にただ乗りで食
い潰しになると」と一部外国人に悪用される日本の医療制度の
現状に警鐘を鳴らした。
また「生活保護で最も自治体に負担を掛けてるのは医療費。生
活保護の人は医療費無料。これを外国人が悪用し帰化し生活保
護申請するケースも多い。生活保護目当てで日本に来たり、医
療費を無料にする為に帰化するケースもある。日本は世界の国
に食い物にされてる」と訴え、日本の社会保障制度の穴への早
期対応を訴えた。

読売 印象操作でイージス潰しを目論む

2018年7月31日 虎ノ門ニュース

「極めて残念で悲しい。逮捕された2人とは大変親しく仕事をしていた」
「若い職員達が動揺せずに仕事をしてほしいが動揺するだろう」

自らが犯した天下り斡旋には触れず、相次ぐ文科省幹部による不祥事を語る前川喜平
出会い系バー通いを注意した現内閣官房副長官に恨み節も…
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